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「小金井市コミュニティバス再編計画」の策定にあたって 

 

小金井市コミュニティバス「ＣｏＣｏバス」は、平成１５年３月から北東部循環の運行を皮切り

に、現在、５路線を運行しておりますが、ＣｏＣｏバス導入から２０周年を迎えます。この間、「Ｊ

Ｒ中央本線連続立体交差事業」、「武蔵小金井駅南口地区市街地再開発事業」、「東小金井駅北口土

地区画整理事業」が進められたことにより、大きなまちづくりの転機を迎えるとともに、市内の交通

状況や市民ニーズも変化してきております。 

このような現状を踏まえ、平成３０年度からコミュニティバス再編事業に着手し、地域懇談会を

継続的に開催し、市民の皆様からのご意見等も踏まえながら、ＣｏＣｏバスの総合的な見直しを進

めてまいりました。 

本計画では、まずはＣｏＣｏバスの指針となる「基本方針」や「運行基準」を定め、これに基づき、

「運行ルート」、「運賃・割引制度」、「ガイドライン」を定めたところでございます。 

特に、東町循環ルートにおいては、これまで公共交通不便地域となっておりました東町１丁目を

走行する新たなルートを導入したことにより、公共交通不便地域の解消や交通弱者に配慮した移動

手段の確保など、市民サービスの向上が図られるものと考えております。今後においても引き続き、

より良いＣｏＣｏバスとなるよう努めてまいりますので、どうか市民の皆様のご理解・ご協力を賜

りますよう、お願い申し上げます。 

市民の皆様には、地域にて考え、利用し、生み育てるバスとして育んでいただくとともに、地域と

心の通うＣｏＣｏバスとして愛着をもっていただければ幸いです。 

最後に、本計画の策定に当たりまして、市民の皆様並びに地域公共交通会議委員の皆様にご尽力

いただきましたこと、心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

令和４年○月 

 

小金井市長  
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1 CoCoバス再編事業について 

1.1 CoCoバスについて 

1.1.1 これまでのCoCoバスの運行 

小金井市コミュニティバス「CoCo バス」（以下「CoCo バス」という。）は以下の基本方針のもと運行し

てきました。 

愛称の「CoCoバス」は公募意見から選定して決定しています。 

 

■基本方針 

 市民ニーズに対応した全ての人の移動機会の向上 

 小金井の街づくりに資する交通システムの実現 

 経済性、採算性の確保と継続的なサービスの提供 

 交通弱者（高齢者・障がい者・幼児と保護者）の外出機会の提供 

■愛称の「CoCoバス」の由来 

 公募意見の中から選定。 

小金井市の「Co｣ コミュニティバスの「Co｣ から Co
こ

Co
こ

ろの通うバス 

 

 

平成 15年に北東部循環から運行を開始し、平成21年の武蔵小金井駅南口乗入れから 10年以上、大

きなルート変更はありません。平成 15年の運行開始以来、運賃は一律 100円に据え置いています。 

 

平成 15年 北東部循環 運行開始 

平成 16年 北東部循環 運行時間拡大 

平成 17年 貫井前原循環、東町循環、中町循環 運行開始 

平成 18年 北東部循環 平日朝の増便 

平成20年 野川・七軒家循環 運行開始 

平成21年 貫井前原循環、中町循環、野川・七軒家循環 武蔵小金井駅南口ロータリー乗入れ 

平成23年 東町循環 運行時間拡大の試行 

平成28年 野川・七軒家循環 運行時間拡大 

平成30年 CoCoバス再編事業 着手 

平成31年 東町循環 運行ダイヤ改正 

令和3年 北東部循環、貫井前原循環、東町循環、中町循環 交通系 ICカードに対応 
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1.1.2 現在のCoCoバスの運行 

CoCo バスは、市の補助金事業として、京王バス株式会社及び、つくば観光交通株式会社が運営・運行

しています。現在の各路線で運行に使用している車両の概要は以下のとおりです。 

 

車両 CoCoバス CoCoバス・ミニ 

運行路線  北東部循環 貫井前原循環 

 東町循環 中町循環 

 野川・七軒家循環 

車種  ポンチョ 

（日野自動車株式会社） 

 ハイエース コミューター 

（トヨタ自動車株式会社） 

使用燃料  軽油  ガソリン 

車両寸法  全長 6,990mm 全幅2,080ｍｍ  全長 5,380ｍｍ 全幅 1,880ｍｍ 

乗車定員  36 人乗り 

（座席 11，立席24，乗務員席 1） 

 13人乗り 

（座席 12，乗務員席 1）※立席不可 

 

※令和 4年 1 月に 11 人乗り（座席 10，乗

務員席 1）から上記に変更 

運行事業者  京王バス株式会社  つくば観光交通株式会社 

車両の写真 
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1.1.3 現在の運行ルート 

現在の各路線のルート、運行状況はそれぞれ以下のとおりです。 

 
  

北
東
部
循
環

運
行
本
数
：
4
2
便
/
日
（
平
日
）

4
0
便
/
日
（
休
日
）

運
行
時
間
：
7
時
～
2
0
時

貫
井
前
原
循
環

運
行
本
数
：
3
1
便
/
日

運
行
時
間
：
9
時
～
1
9
時

野
川
・
七
軒
家
循
環

運
行
本
数
：
2
4
便
/
日

運
行
時
間
：
8
時
3
5
分
～
2
0
時
0
5
分

中
町
循
環

運
行
本
数
：
2
1
便
/
日

運
行
時
間
：
9
時
～
1
9
時

東
町
循
環

運
行
本
数
：
2
1
便
/
日

運
行
時
間
：
9
時
1
5
分
～
1
9
時
1
5
分
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1.2 路線バスの状況 

1.2.1 各種影響による減便 

市内を運行する路線バスでは、CoCo バス等のコミュニティバスとの競合や、新型コロナウイルス感染

症の影響などにより減便している路線があります。 

 

路線名称 改正前 改正後 

京王バス [境 81]  
武蔵小金井駅南口～新小金井駅

～武蔵境駅南口 

運行本数 ：18 便/日 
時間帯  ：06:25 - 20:36 

※平成30年 3月時点 

 運行本数 ：3便/日 
 時間帯  ：06:25 - 08:06 

※令和 3年 8月時点 

京王バス [武 41]  
武蔵小金井駅北口～小平団地 

運行本数 ：119便/日 
※平成30年 3月時点 

 運行本数 ：90便/日 
※令和 3年 8月時点 

京王バス [武 51]  
西之久保循環 

※貫井前原循環と競合 

運行本数 ：97 便/日 
※平成 17年時点 

 運行本数 ：33便/日 
※令和 3年 8月時点 

関東バス [鷹 33]  
武蔵小金井駅北口～小金井公園

前～三鷹駅北口 
※北東部循環と競合 

運行本数 ：58 便/日（往路） 
運行本数 ：60 便/日（復路） 

※平成 16年 7月時点 

 運行本数 ：8便/日（往路） 
 運行本数 ：8便/日（復路） 

※令和 3年 8月時点 

銀河鉄道 [小平国分寺線] 
小平駅南口～国分寺駅入口 

日中 15分間隔で運行 
※平成30年 10月時点 

 日中 20分間隔で運行 
※令和3年8月時点 

※表中の年月は各路線のダイヤ改正前後の時点であり、ダイヤ改正日を示すものではありません 

 

1.2.2 運転手不足 

近年の自動車運転の職業の有効求人倍率は、全職業の平均や、他の運転業と比較しても高水準で推移

しています。特に平成 27 年度以降は 2 倍以上で推移し、ドライバーのなり手が不足している現状を示し

ています。 

乗車定員 30 人以上のバスを運転するためには、大型二種運転免許が必要ですが、その保有者の 4 割

以上は現在 65 歳以上の高齢者です。また、数年後には全体の 2 割を占める現在 60 歳前後のドライバ

ーの引退が予測されますが、30代以下の占める割合は 1割未満となっています。 

以上より、今後はより一層ドライバー不足が深刻になると見込まれ、今後バスの路線を維持するために

はドライバーの確保が重要な課題となります。 

 

  

図 職業別の有効求人倍率（パートタイムを除く常用）の推移     図 年齢階層別の大型二種免許保有者数の割合 

出典：厚生労働省「職業安定業務統計」より作成       出典：警察庁「運転免許統計」（令和 3年版）より作成  
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1.3 再編事業の流れ 

CoCo バスは、運行開始から令和 4年度末で20年を迎えます。この間、JR中央本線連続立体交差事

業や駅前再開発等の市内の開発が行われ、交通状況が変わってきているとともに、市民ニーズも変化して

きています。また、路線バスの運行状況や運転手等の不足など交通を取り巻く状況の変化や、新庁舎等の

建設計画を踏まえ、CoCoバスの再編を検討することとなりました。 

再編にあたっては、CoCo バス、路線バス等の運行状況を整理するとともに、各種アンケートを実施し

て、市民、利用者のニーズを把握し、現状と課題について整理を行いました。なお、令和 2年以降の新型コ

ロナウイルス感染拡大による人々の移動の変化や公共交通の利用者数の大幅な減少も考慮して検討して

います。 

現状と課題の整理後、CoCo バスの再編基本方針、再編運行基準について、公募市民、運行事業者、有

識者等により構成される地域公共交通会議において議論を重ねるとともに、第 1 回地域懇談会において

市内各地域からの意見を収集、反映して策定しました。 

そして、策定した再編基本方針及び再編運行基準を踏まえ、ルート再編を含む再編計画について、地域

公共交通会議で議論を重ねるとともに、第 2回地域懇談会、東町地域会議、パブリックコメント、地域説明

会において市内各地域からの意見を収集、反映し作成しました。 

 

 

  
図 再編事業の流れ 

 

 現状の運行状況等の整理
 利用実態調査（利用者アンケート・乗降調査）の実施
 市民アンケート調査の実施
 主要施設利用者アンケート調査の実施

 現状と課題の整理

 CoCoバス再編基本方針の検討・策定
 CoCoバス再編運行基準の検討・策定

 CoCoバス再編計画の検討

 CoCoバス再編計画（案）の策定

 CoCoバス再編計画の策定

• 第１回地域懇談会

• 第２回地域懇談会
• 東町地域会議

• パブリックコメント
• 地域説明会
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1.4 再編基本方針 

CoCoバスの再編検討にあたって、アンケート調査等の結果を踏まえ、公共交通に関する課題を整理し、再編基本方針を策定しました。 

1.4.1 公共交通に関する課題 
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1.4.2 再編基本方針 

      

〇CoCoバスは、路線バスが通っていない、または通っているが運行本数が 1日数本程度など、公共

交通が不便な地域を対象地域とすることを基本とする。  

〇ルートやバス停の位置・間隔、運行時間や運行本数等のサービス検討に当たっては、交通弱者の移動

ニーズに配慮する。 

〇路線バスが通っていない地域などでは、幅員が狭いことでバスの通行が困難な道路もあると想定さ

れるため、道路の整備状況を踏まえたルートの設定を行う。 
 

         

 

○地域公共交通ネットワークの形成に当たっては路線バスを基本とし、路線バスとの競合回避を踏ま

えた上で、CoCoバスのルートやバス停の位置・間隔、運賃、運行時間、運行本数等のサービスにつ

いて検討する。 

○市内全域を路線バスとCoCoバスの両者が一体となってカバーする地域公共交通ネットワークを

形成する。 

            

 

〇市民や利用者からニーズが高い施設を結ぶルートについて、効率性の観点も踏まえながら設定する。 

〇効率性の観点も踏まえると、一つのルートで結ぶ施設には限界があるため、他の施設にもできるだ

け負担なく移動できるよう、CoCo バス路線間での乗り継ぎに伴う移動距離、運賃、ダイヤ接続、待

ち空間等の観点から、利便性向上を図る。 

〇現在はバス路線が運行していない新庁舎等の計画を踏まえたルート設定を行う。※2 

 

  

 

〇市民はCoCoバスの運行に積極的に関与しながら、利用する際は運賃による受益者負担を負い、バ

ス事業者は運行サービスを提供し、市は調整や財政支援を行うという基本的な役割分担により3者

が連携し、一定の基準のもと過度な負担なく公共交通を支えるための仕組みを構築する。 

〇現有車両でサービスを提供することを基本とし、財政負担が現状水準を大幅に上回ることがないよ

う、効率的・効果的な運行を行う。 

〇運賃については、受益者負担や財政支援、地域間における公平性の観点から、水準や体系について

検討する。 

〇市民をはじめとしたより多くの方に利用してもらうため、PR、意識啓発等の利用促進を図る。 

 

 
※1：「交通弱者」：高齢者、妊産婦、子供連れ、障がい者など（一時的にケガをしている人なども含む）、自家用

車や自転車の利用が制限され、公共交通が主たる移動手段になると想定される人々。 

※2：新庁舎等へのアクセスについては、基本方針の策定後の再編ルート検討結果を受け、CoCo バスとは別にシャ

トルバスの運行を検討しています。 

 

１．公共交通が不便な地域における交通弱者※への対応 

２．路線バスを補完するサービスの提供 

４．持続可能な運行形態・サービスの提供 

３．日常生活に即した運行サービスの提供 
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2 ルートの再編 

再編基本方針及び再編運行基準を踏まえて実施したルート検討の条件整理の内容については以下のと

おりです。 

 

2.1 再編運行基準 

持続可能なCoCo バスの運行のため、道路幅員やバス停設置箇所等の法令上の制限、再編基本方針を

踏まえた運行時間帯、運行間隔及び運賃等のサービス水準を検討しました。 

下記の基準を踏まえた上で、市内における高齢化の状況や土地の高低差を考慮し運行ルート等を設定

しました。 

 

項目 指標 指標の考え方 
基本方針 

との対応 

原則とする 

運行基準 

道路・バス停

の条件 

道路幅員 
CoCo バスの運行に

必要となる道路幅員 
－ 車両制限令に基づき設定※1 

バス停 

設置箇所 
バス停の設置条件 － 法令等での基準により設定※1 

サービス水準 

バス停間 

の距離 
バス停間の距離 ① ④ 概ね 200～300ｍ間隔※1 

運行間隔 

（頻度） 

1 時間当たりの運行本

数 
④ 

1 時間2便（30分に 1便）を 

最低限確保 

運賃 1 回乗車当たりの運賃 ① ② ④ 路線バスの初乗り運賃と同等 

運行時間帯 
始発・終発時間の考え

方 
② ③ ④ 

9 時台～19時台の運行を 

最低限確保 

運行継続基準 

運行にかかる

収支状況 

運行経費に対する運賃

等の収入の割合 

④ 
（再編後の実績を踏まえて 

設定） 

利用者数 1 便当たりの利用者数 

※1：警察や道路管理者との協議、道路・土地利用状況、近隣住民の意向等についても考慮する。 
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2.2 ルート検討の条件整理 

ルート検討にあたり、前提となる基本条件を以下のとおり整理しました。 

 

2.2.1 基本条件 

1) 使用する車両 

 ポンチョ 6台（＋予備車両1台） 

 ハイエース 1台（＋予備車両 1台） 

※予備車両は、通常時は未使用（車検や故障時等のみ使用） 

 

2) 運行する道路 

 一方通行、スクールゾーン等の交通規制を考慮した上で、原則として車両制限令に定められてい

るCoCoバスの運行に必要な最低限の幅員を満たす道路とします。 

 

3) 起終点の確保 

 運転士の休息・交替時間及び運行時間を調整するため、バスが待機可能な起終点を各路線に確保

します。 

 

4) 路線延長 

 運行の安全性と運転士の休息等を考慮して実際に運行可能な距離に設定します。 

 基本方針の③「日常生活に即した運行サービスの提供」に基づき、所要時間等、路線の効率性を考

慮します。 

 検討における目安として、運行事業者へのヒアリング結果を基に、運転士の休息等を考慮したル

ート 1周の望ましい長さについて、以下のように整理します。 

 

 2便/時間 3便/時間 

車両台数 
1 台 4.5km程度 3.0km程度 

2台 9.0km程度 6.0km程度 

 

 

5) 運行間隔 

 再編運行基準に基づき、1時間当たり2便（30分に 1便）を最低限確保します。 

 

6) 運行時間帯 

 再編運行基準に基づき、9時台～19時台の運行を最低限確保します。 

 

7) その他 

 再編運行基準を踏まえた上で、再編基本方針との整合性を図りながら、市内における地域別の高

齢化の状況や土地の高低差についても考慮します。 
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2.2.2 運行対象地域 

再編基本方針の①「公共交通が不便な地域における交通弱者への対応」及び②「路線バスを補完するサ

ービスの提供」に基づき、路線バスとの競合を回避し、公共交通不便地域を対象地域とすることを基本と

します。 

また、市内の公共交通不便地域の立地状況を踏まえ、運行の対象とする路線と地域を概ね以下のとお

りに区分しました。 

 

 
図 各路線の運行対象地域 

 

  

野川・七軒家循環

北東部の路線

南東部の路線

貫井前原循環
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2.2.3 市民・利用者ニーズの高い施設へのアクセス 

再編基本方針の③「日常生活に即した運行サービスの提供」に基づき、効率性の観点を踏まえながら、

市民や利用者のニーズが高い施設へのアクセスを考慮します。 

 

1) 交通結節点 

路線の設定に当たり特に考慮すべき「鉄道駅への結節」については、下表のとおり整理しました。 
 

 結節する鉄道駅 設定の理由 

北東部循環 
武蔵小金井駅 

東小金井駅 

・現行路線において武蔵小金井駅、東小金井駅ともに多くの利用がみ

られる。特に交通不便地域からの利用が多い。 

・武蔵小金井駅、東小金井駅への運行ニーズも高い。 

貫井前原循環 武蔵小金井駅 ・現行路線において武蔵小金井駅へ多くの利用がみられる。 

野川・七軒家循環 武蔵小金井駅 ・現行路線において武蔵小金井駅へ多くの利用がみられる。 

南
東
部 

 中町周辺 武蔵小金井駅 ・武蔵小金井駅及び周辺への結節が求められている。 

東町周辺 東小金井駅 
・武蔵小金井駅への結節要望があるが、実際の利用がみられる最寄り

の東小金井駅へ最低限結節する必要がある。 
 

2) 公共施設 

市民や利用者のニーズが高い公共施設として、以下の施設を抽出しました。 
 

 新庁舎・（仮称）新福祉会館 

 公民館本館及び各センター（貫井南・東・緑・貫井北） 

 図書館本館 
 

上記のうち、新庁舎・（仮称）新福祉会館への直接のアクセスは、CoCo バスとは別に新庁舎等シャトル

バスを検討することとし、新庁舎・（仮称）新福祉会館のほか、武蔵小金井駅・東小金井駅のみでの乗降を

想定しています。 

 

3) 医療施設 

市民や利用者のニーズが高い医療施設として、以下の施設を抽出しました。 
 

 桜町病院 

 武蔵野中央病院 
 

4) その他施設 

アンケート調査・地域懇談会等の結果を踏まえ、上記の施設以外に市民・利用者ニーズの高い施設を以

下のとおり整理しました。 
 

 小金井公園 

 江戸東京たてもの園 

 武蔵野公園 

 野川公園 

 栗山公園 

 東京学芸大学 

 萌え木ホール 

 前原暫定集会施設 

 上之原会館 

 障害者福祉センター 

 イトーヨーカ堂 

 ドンキホーテ 

 小金井 宮地楽器ホール 
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2.2.4 バス停の設置条件 

バス停（停留所標識）設置に当たっては、以下の基準を原則としつつ、交通量や安全性等の実態を踏ま

え、交通管理者（警察）・道路管理者・土地所有者・周辺住民等との協議により許可を得る必要があります。 

 

 原則として、道路標識、交通信号機、交差点、横断歩道、踏切、対面のバス停車位置の前後から停車

するバス車両の前後までを30ｍ以上離します。 

 

 
図 30m以上離す要件 

 

 消火標識、消火栓などの消防設備、駐車場の入口の前後から5ｍ以上離します。また、急な曲がり角

等の交通上支障となる場所は避けます。 

 

 
図 5m以上離す要件 

 

 バス停（停留所標識）は、原則として、道路方向に並行して設置します。 

 複数の路線バスが運行する同じ場所のバス停については、可能な限り標識を統合します。 

 バス停は、できるだけ信号を越えた先、右左折後に設置します。 

 バスがバス停に停車した際、追い越し車両による交通事故の可能性を考慮し、次のような場所には、

設置できません。 

 
図 設置できない箇所の例 

 

  

30ｍ 30ｍ 30ｍ 30ｍ

↑横断歩道

↓自転車横断帯

踏切

5ｍ 5ｍ 5ｍ

駐車場
↑消防設備

消

坂の頂上付近

勾配の急な坂道
見通しの
悪いカーブ等
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2.3 各路線の検討 

2.3.1 北東部循環 

1) 意見・要望・課題等 

アンケート調査や地域懇談会の主な意見及び地域公共交通会議で協議した課題等とそれに対する検討

結果は以下のとおりです。 

分類 意見・要望・課題 検討結果 

ルートに

ついて 

東西2ルート化での運行。 

 東西 2 ルートの運行とした場合、東ルート沿線か

ら武蔵小金井駅に直接アクセスできないこと、西

ルートが小金井街道の路線バスと競合することな

どから、現行ルートに比べて有用性が低下すると

判断し、2ルート化は行わないこととします。 

逆回りでの運行。 

 上水桜通りが西向きの一方通行であり、現行ルー

トでの逆回りの運行ができないため、現行と同様

の片周りとします。 

『稲穂神社前』～『小金井市役所入口』の区

間において、一部道路の幅員が狭く、走行

時の振動・騒音等が課題であり他のルート

を検討。 

 利用者が一定数いる『小金井郵便局』、『稲穂神社

前』バス停が廃止になることや、武蔵小金井駅で

の折り返しが必要となり、循環ルートとして成立し

ないことから、現在のルートを維持します。 

新庁舎・(仮称)新福祉会館へのアクセス

に向けた運行の効率化について。 

 新庁舎等へアクセスし、運行頻度を維持するため、

東西の駅周辺のバス停を経由しないルートを検討

しましたが、新庁舎シャトルバスの運行を検討する

方針及び地域懇談会でのご意見を踏まえ、現在の

ルートを維持します。 

運行頻度

について 

再編後も現行の 1 時間当たり 3 便での運

行を維持。 

 再編運行基準は1時間当たり2便ですが、利用者

数の状況を鑑み、再編後も現行と同様に、1 時間

当たり3便の運行を維持します。 

現在、平日の朝方は 1 時間当たり 4 便を

運行しているが、再編後も維持。 

 利用者数の状況から、再編後も現行と同様に、平

日の朝は 1時間当たり4便の運行を維持します。 

バス停に

ついて 

『桜町病院入口』バス停から桜町病院まで

が遠い。 

 桜町病院周辺の道路は幅員が狭く、現行よりルー

トを近づけることは難しい状況です。 

 『桜町病院入口』バス停から、桜町病院までの案内

の充実を検討します。 

バス停間隔が広い、『緑町一丁目』～『東小

金井駅』区間への、バス停の設置。 

 周辺の道路状況等から設置は難しく、引き続き課

題とします。 

『小金井公園入口』バス停について、安全面

から位置を調整。 
 引き続き課題とします。 

その他 

『関野橋』～『小金井公園入口』の区間に

て、市外から小金井公園への来訪者等が多

く車内が混雑し地域住民が乗れないことが

ある。一方で、小金井公園へのアクセスも

多い。 

 道路幅員から車両の大きさを変更することは難し

く、引き続き課題とします。 
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2) 北東部循環ルート 

現行の北東部循環と同様の路線です。 

 

 起終点 ：武蔵小金井駅北口 

 運行時間帯 ：7 時～20時 

 所要時間 ：40分/周 

 運行頻度 ：3 便/時間（20分間隔） 

 使用車両 ：ポンチョ2台 

 備考 ：平日の7時台、8時台は車両3台を使用して4便/時間（15分間隔）で運行 

 

※ 運行時間帯は、「始発便の出発時刻」～「最終便の出発時刻」の形で記載しています。 

※ 所要時間は、路線を一周する時間に、起終点での乗降時間、運転士の休憩を加味した時間です。 

 

 
図 北東部循環ルート 
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2.3.2 貫井前原循環 

1) 意見・要望・課題等 

アンケート調査や地域懇談会の主な意見及び地域公共交通会議で協議した課題等とそれに対する検討

結果は以下のとおりです。 

 

分類 意見・要望・課題 検討結果 

ルートにつ

いて 

『平台坂下』～『ハナダイコン緑地』の区間におい

て、道路幅員が狭く、すれ違いが困難。また、徐行

運行やすれ違い時の待機等により遅延が発生し

やすい傾向がある。 

 路線バスの武51系統はコミュニティバス

との競合により路線の存続が厳しい状況

にあります。武 51 系統が縮小・廃線とな

った場合、沿線の一部が公共交通不便地

域となると見込まれることから、役割分担

により、競合を緩和する必要があります。 

 『平台坂下』～『ハナダイコン緑地』の区間

は道路幅員が狭く、車両のすれ違い時に

安全上の課題があり、誘導員の配置、運転

手相互の無線連絡で安全性に配慮し運行

をしています。また、すれ違いにより遅延

の要因にもなっており、安全上は上下方

向のいずれか一方のみの運行が望ましい

状況です。 

 くらぼね坂（東京経済大学の東側の道）の

一方通行規制（上り方向）を踏まえると、

ルートを成立させるためには、前原小学

校周辺は下り方向のみの運行とする必要

があります。 

貫井南町・前原町からは武蔵小金井駅に行くには

坂を上らないといけず、上り方向のバスがなくな

ると高齢者含めて大変である。 

今のルートのままが良いのではないか。 

路線バスと

の競合 

貫井南町において、京王バスの武 51 系統と競合

している。 

ルートにつ

いて 
前原町4丁目を運行してほしい。 

 前原 4 丁目を運行するルートとした場

合、1 周に要する時間の関係上、再編運行

基準に定める運行間隔が確保できず、運

行は難しい状況で、引き続き課題としま

す。 

運行頻度に

ついて 

再編後も現行の 1 時間当たり 3 便の運行を維持

してほしい。 

 武 51 系統の運行範囲も併せてカバーす

るため、ルートの再編及びそれによる運行

距離の延伸は必要な事項です。 

 運行距離が長くなることにより、1 時間当

たり 3 便の運行は難しい状況ですが、運

行基準である1時間当たり2便以上の運

行は確保し、約 2.5 便とします。 

バス停につ

いて 

『前原小学校前』～『ハナダイコン緑地』の区間にお

いてバス停間隔が広く、バス停を設置してほし

い。 

 周辺の道路状況等から設置は難しく、引

き続き課題とします。 
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2) 貫井前原循環ルート 

現在の貫井前原循環をベースとして、坂下地域でのすれ違いを回避し、西之久保通りを運行します。ま

た、武51系統とは時間帯別に運行を分担します。 

本ルート案は現状より路線が長くなるため、運行頻度は現在の1時間3便より低下しますが、再編運行

基準である 1 時間 2 便の確保は可能です。可能な限り運行本数を確保するため、毎時同分ではない形で

のダイヤ設定を想定しています。 

 

 起終点 ：武蔵小金井駅南口 

 運行時間帯 ：9 時～19時 

 所要時間 ：45分/周 

 運行頻度 ：約 2.5 便/時間（25分間隔） 

 使用車両 ：ポンチョ2台 

 

※ 運行時間帯は、「始発便の出発時刻」～「最終便の出発時刻」の形で記載しています。 

※ 所要時間は、路線を一周する時間に、起終点での乗降時間、運転士の休憩を加味した時間です。 

 

 

 
図 貫井前原循環ルート 
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【参考】再編後のCoCoバス貫井前原循環と武51系統の関係 

CoCo バスの再編後、貫井前原循環と武 51 系統は以下のような分担で運行を行うことを想定してい

ます。 

 

現
在 

 路線名 朝 日中 夜 

 貫井前原循環 

（20分間隔） 
運行なし 9 時～19時台で運行 運行なし 

 武 51系統 

（約 30分間隔） 
6 時～21時台で運行 

 

各時間帯の 

運行状況図 

武 51のみ運行 両方運行 武 51のみ運行 

 

 

再
編
後
（想
定
） 

 

路線名 朝 日中 夜 

貫井前原循環 

（25分間隔） 
運行なし 9 時～19時台で運行 運行なし 

武 51系統 

（約 30分間隔） 
6 時～9時台で運行 運行なし 18 時台～21時台で運行 

各時間帯の 

運行状況図 

武 51のみ運行 CoCoバスのみ運行 

両
方
運
行
（※
） 

 

 

 

 

 

武 51のみ運行 

※19時前後の帰宅ラッシュ時間帯は特に利用者が多いため、乗り残しの発生を防ぐため両路線を運行する予定。 
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2.3.3 東町循環 

1) 意見・要望・課題等 

アンケート調査や地域懇談会の主な意見及び地域公共交通会議で協議した課題等とそれに対する検討

結果は以下のとおりです。 

なお、ルートの検討にあたり、東町地域会議を開催し、地域の方々による協議を重ねました。参考に会議

の概要をP.22、23に記載します。 

 

分類 意見・要望・課題 検討結果 

ルートにつ

いて 

くりやま通りにおいて、歩行者及び自転車とも通

行量が多く、安全面から、別のルートを運行してほ

しい。 

 くりやま通りの安全性の確保のため、東

小金井駅南口ではなく、北口に結節する

ルートとします。 

東町 1丁目・5丁目を運行してほしい。 

 西武線踏切箇所の運行について、踏切西

側にガードマンを配置し、CoCo バス通

過時に対向車両を制止し、安全を確保す

る対応を実施することで、警察から問題

ないとの見解をいただいています。 

 これにより、東町 1 丁目を運行するルー

トへ変更します。 

 なお、5 丁目については、道路の幅員の

関係上、運行が難しい状況であり、いちご

橋のできるだけ近い箇所に乗車可能なバ

ス停を設置することを検討しています。 

東町1丁目を運行する場合、西武線の踏切周辺の

運行において、警察から安全面の課題を指摘され

ている。 

東町 2 丁目は高齢化が進んでおり、現在のルート

を維持してほしい。 

 他に運行可能なルートがないことから、

東町 2 丁目については、公共交通不便地

域をカバーするため、現在と同様のルー

トとします。 

 騒音振動等の課題区間については、引き

続き最徐行での運行を行うほか、沿線の

安全対策を実施します。 

『富士見通り東』～『東町一丁目』の区間において、

道路幅員が狭く安全上の課題があること、また一

部区間では走行時の振動・騒音等があり、ルート

の変更もしくは車両を変更してほしい。 

中町循環と統合し、東町から武蔵小金井駅へ運行

してほしい。 

 統合による路線の長大化の影響を考慮

し、中町循環と東町循環の統合はせず、個

別の路線とします。 

 東町から武蔵小金井駅へは、引き続き

『新小金井駅』から中町循環を利用するこ

とを想定しています。 
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2) 東町循環ルート 

現在の東町循環をベースとして、新たに東町 1丁目を運行し、東小金井駅の北口に結節する路線です。 

 

 起終点  ：東小金井駅北口 

 運行時間帯 ：9時 15分～19時 15分 

 所要時間 ：35分/周 

 運行頻度 ：約 2便/時間（35分間隔） 

 使用車両 ：ポンチョ 1台 

 

※ 運行時間帯は、「始発便の出発時刻」～「最終便の出発時刻」の形で記載しています。 

※ 所要時間は、路線を一周する時間に、起終点での乗降時間、運転士の休憩を加味した時間です。 

 

 

 
図 東町循環ルート 

  

■東町循環の運行間隔について 

次のページに示す東町地域会議の結果、

「１周の運行時間が再編運行基準である

30 分を越えることも想定されるが、運

行間隔よりも運行範囲を優先する」こと

としました。 
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【参考】東町地域会議の開催 

東町地域については、再編基本方針等に基づきポンチョ車両1台による運行を前提としてルート案の検

討を進めてきましたが、改善要望に対応しつつ交通不便地域を解消する効率的なルート案の設定が困難

であることから、CoCo バス・ミニの運行・導入の可能性も含めて地域において検討を行うこととしました。 

 

① 意見交換を行う参加者の構成区分と定員は、以下のとおり設定しました。 

構成区分 人数 備考 

要望書の提出者（提出団体） 3名  各要望書提出者（提出団体）の代表各 1名 

自治会・町会の代表者 12名  各自治会・町会の代表各 1名 

公募による参加者 5名  上記以外の東町居住者 

合計 20名   

 

② 各会議の開催日時及び会議の内容は以下のとおりでした。 

回数 日時 会議の内容 

第 1回 
令和3年8月30日（月） 

15：00～ 

現状の課題、これまでの検討内容、再編基本方

針、前提条件について説明を行い、ルート案を検

討 

第 2回 
令和3年9月22日（水） 

16：00～ 

前回会議での意見について確認結果を回答した
うえでルート案を検討 

第 3回 
令和3年 10月 29日（金） 

15：00～ 

前回会議での意見について、実査結果等も含め

て回答したうえで、地域公共交通会議に提示する

ルート案及び付帯事項を決定 
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③ 3 回の会議を経て、地域公共交通会議に提示したルート案及び付帯事項は以下のとおりでした。 

 

【ルート案】 

 現行の東町循環をベースとして新たに東町 1丁目地域を運行。 

 くりやま通りを運行せず、東大通りを運行。東小金井駅へは北口で結節。 

 東町2丁目は引き続き最徐行で運行するなど、安全対策を実施。 

 

【車両】 

 ポンチョ車両 1台 

 

【運行間隔】 

 1 周の運行時間が再編運行基準である 30 分を越えることも想定されるが、運行間隔よりも運行

範囲を優先する。 

 

 
図 地域公共交通会議に提示したルート案 

 

  

路線延長：3.5㎞
所要時間：25分
(走行時間：18分)
通行可能車両：ポンチョ・ハイエース
台 数：1台
運行間隔：2便/時間

東町

2丁目

東町

４丁目中町

2丁目

中町

1丁目

三鷹市

武蔵野市

東町

1丁目

東町

5丁目

東町

3丁目

※基盤地図情報に加筆して作成
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2.3.4 中町循環 

1) 意見・要望・課題等 

アンケート調査や地域懇談会の主な意見及び地域公共交通会議で協議した課題等とそれに対する検討

結果は以下のとおりです。 

 

分類 意見・要望・課題 検討結果 

ルートに 

ついて 

東町5丁目から東小金井駅へ利用しづらくなるた

め、東町循環を中町循環と統合する案には反対。 

 統合による路線の長大化の影響を考慮

し、中町循環と東町循環の統合はせず、

個別の路線とします。 

バス停に 

ついて 

『栗山公園』～『新小金井駅』の区間にバス停を設

置してほしい。 

 当該区間は幅員が狭く、また、近くに小学

校があることから、安全面を考慮すると、

新規にバス停を設置するのは難しい状況

です。 

その他 

連雀通りの渋滞の影響を受け、遅延が発生して

いる。 

 渋滞の影響を抑えるルートとして逆回り

の運行を検討しました。 

 しかし、運行方向の変更に伴うバス停の

移設には周辺地域や移設候補先との調整

など課題があること及び連雀通りから緑

中央通りに右折する専用レーンの整備に

より、渋滞が常時発生しているわけでは

ないことから、現行の運行方向のままと

します。 

『中町一丁目』～『美術館入口』の区間において、京

王バスの境 81 系統の減便に伴い利用者が増加

し、車内が混雑している。 

 道路幅員から車両の大きさを変更するこ

とは難しく、引き続き課題とします。 
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2) 中町循環ルート 

現在の中町循環と同様に8の字で運行する路線です。 

 

 起終点 ：新小金井駅（駅北側） 

 運行時間帯 ：9 時～19時 

 所要時間 ：30分/周 

 運行頻度 ：2 便/時間（30分間隔） 

 使用車両 ：ポンチョ 1台 

 

※ 運行時間帯は、「始発便の出発時刻」～「最終便の出発時刻」の形で記載しています。 

※ 所要時間は、路線を一周する時間に、起終点での乗降時間、運転士の休憩を加味した時間です。 

 

 

 
図 中町循環ルート 
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2.3.5 野川・七軒家循環 

1) 意見・要望・課題等 

アンケート調査や地域懇談会の主な意見及び地域公共交通会議で協議した課題等とそれに対する検討

結果は以下のとおりです。 

 

分類 意見・要望・課題 検討結果 

ルートにつ

いて 

はけの坂周辺は、坂を上るのが大変なため優先的

に走らせるべき。 

 当該地域は道路幅員が狭い箇所が多く、

現在運行しているルートでも運行可能な

幅員を十分に満たしていない状況です。 

 他に運行可能な箇所がないこと、延伸し

た場合、距離が長くなり再編運行基準で

ある1時間2便の運行を確保することが

難しいことから、現行ルートにて運行する

こととします。 

中町 1丁目のあたりが取り残されている。 

はけの道を通り大回りにして二枚橋を渡れば、中

町 1丁目周辺もカバーできる。 

逆ルートにすれば運行できる道路が変わるのでは

ないか。駅から近い幼稚園北等のバス停周辺の運

行は必要性が低い。 

乗り残しに

ついて 

現状、慢性的に乗り残しが発生していることに配

慮してほしい。 

 令和 3年度中に車両を入れ替え、乗客定

員が 10人から 12人に増加しました。 

 これにより、乗り残し課題は一部解消さ

れるものと考えますが、今後も利用者数

や、乗り残しの発生状況について注視し

つつ、引き続き課題とします。 

定期的な乗り残し調査をして、乗り残しがあるよ

うであればルートを見直してほしい。 
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2) 野川・七軒家循環ルート 

現在の野川・七軒家循環と同様の路線です。 

 

 起終点 ：武蔵小金井駅南口 

 運行時間帯 ：8時 25分～20時25分 

 所要時間 ：30分/周 

 運行頻度 ：2 便/時間（30分間隔） 

 使用車両 ：ハイエース 1台 

 

※ 運行時間帯は、「始発便の出発時刻」～「最終便の出発時刻」の形で記載しています。 

※ 所要時間は、路線を一周する時間に、起終点での乗降時間、運転士の休憩を加味した時間です。 

 

 

 
図 野川・七軒家循環ルート 
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2.4 再編後のルート 

再編後の各路線のルートは以下のとおりです。 

 

 

貫
井
前
原
循
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東
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・
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公
共
交
通
不
便
地
域

公
共
交
通
不
便
地
域
の
う
ち

C
o
C
o
バ
ス
に
よ
る
カ
バ
ー
範
囲

大
規
模
公
園
等

： ： ：

運
行
時
間
帯
：
７
時
～
２
０
時

 

運
行
頻
度

 
 
：
３
便

/時
間
（
２
０
分
間
隔
）
）
 

運
行
時
間
帯
：
９
時
１
５
分
～
１
９
時
１
５
分

 

運
行
頻
度

 
 
：
約
２
便

/時
間
（
３
５
分
間
隔
）
 

運
行
時
間
帯
：
９
時
～
１
９
時

 

運
行
頻
度

 
 
：
２
便

/時
間
（
３
０
分
間
隔
）
 

運
行
時
間
帯
：
８
時
２
５
分
～
２
０
時
２
５
分

 

運
行
頻
度

 
 
：
２
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（
３
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隔
）
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～
１
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２
．
５
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（
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５
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隔
）
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3 運賃及び割引制度 

これまでCoCoバスは100円の運賃で運行を行っていましたが、路線バスとの運賃格差とそれに伴う

路線バスの利用者減少の助長、地域間での不平等が課題となっていました。 

そのため、利用者・運行事業者・市の3者が、それぞれ過度な負担なく公共交通を支えることを目標とし

て、交通弱者への配慮や路線バスとの競合緩和を考慮した運賃水準や体系について、再編基本方針の④

「持続可能な運行形態・サービスの提供」に基づき、検討を行いました。 

 

3.1 運賃及び割引制度に関する検討内容 

運賃及び割引制度に関するこれまでの主な検討経過及び検討結果は以下のとおりです。 

今回導入する運賃及び割引制度は黄色の箇所です。その他割引の導入については再編後、必要に応じ

検討します。 

 

 検討の目的と課題 
地域公共交通会議及び 
事業者からの意見 

基本運賃案・ 
割引制度案 

運賃 

基本 
運賃 

目的 
路線バスとの公平性、

適切な受益者負担 

・路線バスとの公平性から

180円を支持すべきであ

る 

・小銭発生により運転士の収

受時の負担は増加する 

・小児運賃の割引額が他の割

引制度と違いわかりにくい 

180円（小児90円） 

課題 
利用者負担の増加、小

銭発生 

理

由 

路線バスとの公平性、地

域間の不平等の解消、

CoCoバス収支率の維

持のため、路線バスと同

等の運賃とする 

IC運賃 

目的 利便性向上 

・CoCoバス・ミニとのサー

ビス格差を懸念 

IC運賃を導入 178円 

（小児89円） 

課題 
CoCoバス・ミニでは

非対応 

理

由 

利用者の利便性向上、路

線バスとの公平性のた

め導入 

割引
制度 

回数券 

目的 
高頻度利用者への割

引 
・現行と同等の販売金額

（2,000円）が望ましい 

・現行回数券との移行時の対

応方法の調整が必要 

171円（小児86円） 

（割引率4.7%） 

課題 
回数券の管理・販売に

よる負担増加 

理

由 

高頻度利用者への割引

制度として導入（定期

券、学生割引の代替） 

定期券 目的 
高頻度利用者への割

引 
・特になし 

導入見送り 

理

由 

他市の導入率が低い 

高頻度利用者への割引

制度は回数券で対応 

障害者・ 
児童福
祉法 
適用者
割引 

目的 
交通弱者への配慮、路

線バスとの公平性 
・100円、50円単位での運

用が望ましい 

・路線バスと同等の扱いが望

ましい 

90円（小児50円） 

課題 
運転士による確認負

担の増加 

理

由 

交通弱者への配慮、路線

バスとの公平性（京王バ

ス基準に準じる） 
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 検討の目的と課題 
地域公共交通会議及び 
事業者からの意見 

基本運賃案・ 
割引制度案 

割引
制度 

バス特 

目的 
IC カード利用の促

進、路線バスとの公平

性 
・小金井市内を運行する路線

バス事業者では令和3年度

にバス特サービスを終了済

み。 

導入見送り 

課題 
CoCoバス・ミニでは

非対応 
理

由 

路線バスでのサービス

が終了しており導入しな

い 

学生 
割引 

目的 
高頻度利用者への割

引（学生を追加で割

引） 
・特になし 

導入見送り 

理

由 

他市の導入率が低い 

学生の高頻度利用者へ

の割引制度は回数券で

対応 

乗継 
割引 

目的 乗継負担の軽減 

・発券、確認作業に伴う運転士

負担増加を懸念 

・需要が少ないと予想される 

導入見送り 

課題 
発券等による運転士

への負担の増加 

理

由 

需要に対する運転士負

担の増加、乗継利用者へ

の割引制度は 1日乗車

券で対応可能 

1日 
乗車券 

目的 乗継負担の軽減 
・路線バスで紙券はすでに廃

止 

・金券管理方法について調整

が必要 

1日乗車券500円 

（スクラッチ式） 

課題 
紙券の場合は運行事

業者と調整が必要 

理
由 

乗継利用時の割引制度

としての有効性を考慮 

未就学
児割引 

目的 
交通弱者への配慮、 

子育て世代への支援 
・路線バスと同等の扱いが望

ましい（大人 1人につき2

名まで） 

未就学児無料 

（人数制限なし） 

課題 
運転士による確認負

担の増加 

理

由 

交通弱者への配慮、子育

て世代への支援 

シルバ
ーパス 

目的 
路線バスと同等の割

引 

・対象者が4割以上となり、

財政負担の増大（大幅な減

収）について懸念 

※シルバーパスをCoCoバス

に適用する場合は、減収分

に対する東京都補助金が対

象外のため、市が全て負担

する必要がある 

導入見送り 

課題 
大幅な財政負担の増

加 

理

由 

運賃全額の割引は財政

負担が過大、高齢者への

割引制度は高齢者割引

で対応 

高齢者
割引 

目的 高齢者の移動支援 
・毎回年齢確認を行わない形

が望ましい 

・専用パスは発行事務の負担、

個人情報の管理等に懸念 

・年齢確認による運転士負担

増、運行遅延の懸念 

・財政負担の増大を懸念 

・対象年齢はシルバーパスと

同等の扱いが望ましい 

65歳以上 100円 

（介護保険被保険者証の 

提示者を対象） 

課題 

財政負担の増加、 

運転士による確認負

担の大幅な増加 

理

由 

高齢者の移動支援のた

めシルバーパスの代替

として導入 

新たな専用パス発券に

よる負担の増加、運転士

の確認負担を抑える 
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3.2 運賃及び割引制度 

他自治体の事例収集整理の結果を参考としながら、小金井市内を運行する路線バスでの料金設定等

をもとに、地域公共交通会議にて議論を行い以下のとおりとします。 

 

 運賃・割引制度 支払方法 

基本運賃 大人：180円 小児：90円 現金、ICカード 

一般

割引 

回数券 

90円券35枚綴り(3,150円)を、 

3,000円で販売（割引率4.7％） 

※大人の場合 171円（2枚使用） 

※現回数券の割引率と同率 

※車外販売のみ 

回数券 

障害者割引 

児童福祉法適用者割引 

90円（小児50円） 

※対象は事業者制度に準拠 
現金、ICカード 

1 日乗車券 
500円（大人・小児用共通） 

※車内販売 
現金のみ 

特殊

割引 

未就学児割引 未就学児無料（人数制限なし） ― 

高齢者割引 

（65歳以上） 

65歳以上の場合 100円 

介護保険被保険者証を提示 

※第2号被保険者を含む 

 

【割引の受け方は二種類】 

①車内で介護保険被保険者証を提示し、現金ま

たは ICカードで支払い 

②高齢者専用回数券を使用 

車外で介護保険被保険者証提示により購入

（100円×10枚を 1,000円で販売） 

現金、ICカード、 

高齢者専用回数券 

※1：高齢者割引を除くＩＣ運賃については路線バスの設定に準拠してＩＣ運賃を設定。 

 高齢者割引の導入について 

シルバーパスを導入すると運賃は無料となります。その減収分に対して、一般的に、路線バスには都か

ら事業者へ補助がありますが、コミュニティバスは補助対象外となっていることから、CoCo バスのよう

に利用者の大半が高齢者である場合、市の財政負担が増大します。よって、持続可能な運行が難しくな

るため、高齢者については代替制度として割引を導入することとし、現行運賃の 100 円に据え置きます。 

 介護保険被保険者証を提示することにした理由について 

高齢者割引を受けるための確認方法として、運転免許証やパスポートなど年齢のわかる身分証明書等

の提示が考えられますが、車内確認時の負担の増加や誤認などが考えられます。そのため、市内外を問

わず、65歳以上の方がみな保有している介護保険被保険者証を用いることとします。 

 高齢者専用回数券の導入について 

介護保険被保険者証の日常的な携帯の負荷を軽減するため、高齢者専用回数券を導入します。ただし、

運転士の車内販売負担を考慮して車外でのみの販売とすることとします。  
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【介護保険被保険者証とは】 

第 1 号被保険者（65 歳以上の方）には、65 歳の誕生月に市の介護福祉課から郵送により届けられま

す。また、第2号被保険者（40歳から64歳の方）には、介護保険の認定を受けた方に交付されます。 

 
図 介護保険被保険者証見本（全体図） 

 

 
図 介護保険被保険者証見本（三つ折り時の実寸） 
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4 ガイドラインの策定とその概要 

4.1 ガイドラインの目的及び内容 

1) 策定経緯 

CoCo バス導入から 20 年を迎える中で、交通状況や市民ニーズの変化、地域課題等を踏まえ、平成

30 年度から令和 4 年度までの間、CoCo バス再編事業に着手し、ルート・運賃等の総合的な見直しを進

めてまいりました。 

この再編事業に合わせ、今後の CoCo バスのあり方を検討する中で、これからの CoCo バスについて

は、地域のことを最も知っている地域の方々が中心となり、バス事業者・市とで問題を共有し、CoCoバス

を守り、育てていくことが大切であると考え、「ガイドライン」を定めることとしました。  

持続可能な運行のためには、地域住民・バス事業者・市の 3 者が協力して運行状況を定期的に評価し、

利用状況や社会及び市内の環境等の変化に合わせて CoCo バスの在り方を検討していく必要がありま

す。 

CoCo バスの運行状況の定期的な評価の実施方法と、地域の方々が CoCo バスを改善したいと考え

たときの検討方法を示す手引書となるのがガイドラインです。 

※ 冊子「CoCoバス運行ガイドライン」を策定しますが、ここではその概要を提示します。 

 

2) CoCoバスの持続的な運行のための役割分担 

CoCo バスは、地域と心の通うバスとして愛着をもっていただくため、地域住民・バス事業者・市が一体

となって運行します。 

CoCo バスを継続的に運行するためには、地域のことを最も知っている住民の方々が中心となって考

え、積極的に利用し、生み育てることが大切です。3 者それぞれが役割を担い、CoCo バスがより良い運

行となるよう、どこを走行したら、どんな工夫をしたらみんなが乗るバスになるか、などを念頭に置いて、

協働することが重要です。 

 

   

定期的な評価
技術的・財政的支援

 事業継続の取組・検討
 利用状況の定期的な評価
 運行の見直し検討
 地域公共交通会議の運営

運行、助言

 安全な運行サービスの提供
 事業継続の努力
 検討に対する助言
 利用状況・運行収支の把握

積極的な利用・協力、主体的な検討

 積極的な利用
 運行への積極的な協力
 新規導入・運行変更の検討
 利用促進策の実施

地域住民

市 バス事業者

協 働

 適切な運賃負担
 地域の意向把握
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3) ガイドラインの構成 

別途作成しているガイドラインでは、第 1章でCoCoバスの運行方針を示し、第2章では、CoCoバス

の持続的な運行のための定期的な評価の実施方法を、第3章では、地域の方々がCoCoバスを改善した

いと考えたときの検討方法を示しています。 

 

 

 
 

図 ガイドラインの構成  

基準に基づき判断 見直し検討継続

基準を下回る基準を満たす、見直し後に満たす

各路線の２年間の運行実績

第2章 定期的な評価によるCoCoバスの持続的な運行

地域住民から、新規路線の導入や既存のCoCoバスの変更を行いたいと要望があっ
た場合の検討の流れを示すものです

地域による新規導入・運行変更要望

基準に基づき判断 変更・導入見送り変更・導入

基準を下回る基準を満たす

第3章 地域提案による新規導入・運行変更検討

CoCoバスの持続的な運行のため、運行中の路線に対して行う定期的な評価の方法と
見直しを行う場合の検討の流れを示すものです

第1章 CoCoバスの運行方針

・コミュニティバス「CoCoバス」の基本方針・運行基準
・運行対象地域（公共交通不便地域）
・地域住民、バス事業者、市の３者の役割分担

CoCoバスの運行
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4.2 CoCoバスの運行方針 

1) CoCoバスの定義 

ガイドラインにおけるコミュニティバスとは、市で運行している CoCo バスを示します。CoCo バスは、

バス車両（乗車定員 11 人以上（うち 1 人は運転士））を利用し、路線定期運行かつ乗合いでの運行を担い

ます。 

 

2) CoCoバスの基本方針 

平成30年度から令和4年度の「CoCoバス再編事業」において検討した再編基本方針に基づき、再編

後のCoCoバスの基本方針を新たに以下のとおり位置づけます。 

 

① 路線バスを補完するサービスの提供 

② 交通弱者に配慮したサービスの提供 

③ 日常生活に即したサービスの提供 

④ 持続可能な運行形態・サービスの提供 

 

3) 運行対象地域の考え方 

CoCoバスの基本方針を踏まえ、「公共交通不便地域」を含む地域を運行の対象とします。 

市での、「公共交通不便地域」の定義は以下の条件をいずれも満たす地域です。 

 

【鉄道駅】 

武蔵小金井駅・東小金井駅  500m以遠 

新小金井駅  300m以遠 

【路線バス】 

1 日の運行本数が片側20便以上の路線バス停  300m以遠 
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4) CoCoバスの運行基準 

持続可能なCoCoバスの運行のため、運行基準は下記の条件を基本とします。 

この運行基準は、平成 30 年度から令和 4 年度の「CoCo バス再編事業」において、市内の交通状況

及び地域のニーズ、バス事業者の状況等を踏まえて設定しています。 

 
 

項目 指標 指標の考え方 原則とする運行基準 

道路・バス停 

の条件 

道路幅員 運行に必要となる道路幅員 車両制限令に基づき設定 

バス停設置場所 バス停の設置条件 法令等での基準により設定 

サービス水準 

バス停間の距離 バス停間の距離 概ね 200～300ｍ間隔 

運行間隔（頻度） 1 時間当たりの運行本数 
1時間2便（30分に 1本）を 

最低限確保 

運賃 1 回当たりの運賃 路線バスの初乗り運賃と同等 

運行時間帯 始発・終発時間の考え方 
9時台～19時台の運行を 

最低限確保 

運行車両 1台当たりの乗車人数 
乗車定員 11人以上 

（うち 1人は運転士） 

基準指標※ 

運行にかかる収支

状況 

運行経費に対する運賃等の収入

の割合 （再編後の実績を踏まえて 

設定） 
利用者数 1 便当たりの利用者数 

※定期的な評価に用いる「運行継続基準」と、地域提案による新規導入・運行変更検討に用いる「実証運行の実施要件」

「本格運行への移行要件」にて設定 
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4.3 定期的な評価によるCoCoバスの持続的な運行 

1) 定期的な評価 

社会情勢や市内の交通状況及び地域のニーズの変化によっては、利用者数の減少、運行経費の増大な

どにより、市の負担が大きくなる可能性があります。そのため、持続可能な運行に向けて運行の見直しを

検討する際の基準、地域住民や利用者の方が利用状況を把握し、より利用を促進するための基準として

「運行継続基準」を設定し、運行実績を基に運行状況の定期的な評価を行い、変化に即した運行の見直し

（改善・廃止）を判断することとします。 

具体的には、定期的な評価の結果、運行の実績が 2 年連続で運行継続基準※を下回った場合には、地

域公共交通会議で確認の上で、見直しの検討を行います。見直しの検討に関しては、次頁以降で詳述しま

す。 

※運行継続基準はP41の基準指標にて説明。 

 

 

 

2つの指標が運行継

続基準を上回るか 次年度の対応 
1 年目 2年目 

Case1 毎年の評価で運行継続基準を上回る場合 〇 〇 

定期的な評価を継続 

Case2 
前年度に運行継続基準を下回ったが、 

今年度の評価で運行継続基準を上回る場合 
× 〇 

Case3 
前年度に運行継続基準を上回ったが、 

今年度の評価で運行継続基準を下回る場合 
〇 × 

次年度×の場合、 

見直しの検討へ 
 

Case4 2年連続で運行継続基準を下回る場合 × × 見直しの検討へ 

 

なお、評価期間である 2 年間を待たず早急な対応が必要となるような変化等が生じた場合は、別途、

適切なタイミングで見直しの検討を行う必要があります。 
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2) 見直し検討の基本的な検討の流れ 

定期的な評価の結果、2 年連続で「運行継続基準」を下回った場合は、地域公共交通会議で報告・協議

しながら以下の手順で検討します。 

地域公共交通会議は、見直し検討会議での検討結果について、関係者間の協議により妥当性を確認し、

改善運行の実施の可否を総合的に判断します。関係者間の協議により、検討が不十分と判断された場合

は、地域公共交通会議から改善計画案が差し戻され、再度、改善に向けた検討を行います。 

なお、見直し検討会議に沿線自治会・町会等の代表者や利用者等の参加がなかった場合や、見直し検

討に行き詰まり有効な改善計画案が検討できなかった場合などには、地域公共交通会議で運行廃止も

検討せざるを得ないと判断します。 

 

 
図 見直しの基本的な検討の流れ 

  

STEP ② 見直し検討会議の開催 【市・地域住民】
・市からの呼びかけにより開催
・沿線自治会・町会、商店会、利用者、市等で構成

STEP ③ 改善計画案の検討 【市・地域住民】
・運行ルートや頻度・時間帯・利用促進策等のメニューを検討

地域公共交通会議での協議
・検討結果の妥当性を確認し、改善運行の実施の可否を総合的に判断
・必要な場合は見直し検討会議にて再度改善計画案を検討

改善運行

STEP① 評価結果の公表・見直し必要性の周知 【市】

市と地域住民が
協働で実施

運行廃止
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4.4 地域提案による新規導入・運行変更検討 

1) 地域提案の手順及び内容 

地域の方々が、新規路線の導入を行いたいと考えた場合や、既存の CoCo バスについて変更を行い

たいと考えた場合、地域公共交通会議で報告・協議しながら次頁の手順で検討します。 

検討を進めていく際は、“CoCo バスの基本方針”を前提として、“ＣｏＣｏバスの運行基準”を考慮する

必要があります。 

 

本ガイドラインでは、下記に示すような、地域全体に影響があるような提案内容を検討の対象とします。 

ただし、これらの他でも地域公共交通会議で認められる場合には、検討を実施することができますの

で、市にご相談ください。 

 

・運行ルートの見直し  ・運行間隔（頻度）の見直し  

・運行日の見直し  ・運行車両の見直し     等 
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2) 地域提案による検討の基本的な流れ 

地域公共交通会議は、基本的に 1 年に 2 回開催します。そのため、地域公共交通会議での報告・協議・

承認は、検討が進んだ段階で適宜会議に諮ることとします。 

地域公共交通会議での協議を経て、継続的な検討を実施すべきとなった事項について、需要調査の実

施を行い、実証運行の実施要件※を満たした場合は、運行計画書を作成し実証運行を行います。実証運行

でも本格運行への移行要件※を満たすか確認し、本格運行へと移行します。 

※実証運行の実施要件・本格運行への移行要件はP41の基準指標にて説明。 

 
 

図 新規導入・運行変更検討の流れ  

地域提案

STEP② 検討申請書の提出
助言・技術的内容の支援

地域公共交通会議での協議
継続的な検討を行うべきか判断

アンケート配布等に協力

本格運行

地域住民 市 ・ 地域公共交通会議 バス事業者

STEP① 地域提案書の提出
・地域住民によるニーズ把握、
・市への相談
・地域組織の設立
・地域提案書の作成・提出

地域公共交通会議での協議
実証運行を実施すべきか判断

実証運行

地域公共交通会議での協議
本格運行を実施すべきか判断

STEP④ 運行計画書の作成

STEP③ 需要調査の実施

利用・周知

利用・周知

実証見送り

導入見送り

No

No

 沿線住民への確認

 ルート案、バス停設置
場所の検討

 道路状況の確認
 サービス水準の検討

 検討申請書の作成・提出

地域公共交通会議での協議
継続的な検討を行うべきか判断

地域公共交通会議での協議

No

助言・確認

運行計画書の作成に協力
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4.5 基準指標に関する今後の検討予定 
 

定期的な評価による CoCo バスの持続的な運行での「運行継続基準」、地域提案による新規導入・運

行変更検討での「実証運行の実施要件」「本格運行への移行要件」については以下のとおりです。 

市には地域住民も協働して CoCo バスを運行維持していくという考え方が浸透している状況ではな

いことから、まずは今後のCoCoバスについての位置づけとして、地域住民・バス事業者・市の3者がそ

れぞれの役割を果たしながら継続していくという仕組みを周知し、理解していただき、根付かせていきた

いと考えています。 

また、新型コロナウイルス感染拡大により利用者数が減少していますが、生活スタイルの多様化もあり

この先も以前の様に戻るとも想定しにくいことから、一定程度、社会情勢の様子を見守る期間を設けた

上で、基準指標の数値を設定したいと考えています。 

よって、ガイドラインについては段階を踏む形にはなりますが、今回の再編に合わせて策定し、Ｒ7年度

までの間はこの仕組みの周知及び浸透に力を入れつつ、新型コロナウイルスによる影響を鑑みながら基

準数値を検討する期間としたいと考えています。 

そのため、現時点では、定期的な評価や検討の流れのみ定めることとし、ガイドラインの第 2 章で示す

「運行継続基準」、第 3 章で示す「実証運行の実施要件」及び「本格運行への移行要件」として定める指標

の具体的な数値については、再編後2年が経過したのち、以下のスケジュールで設定することとします。 

なお、CoCo バスと CoCo バス・ミニでは車両特性が異なることから、指標の数値は別々に設定する

こととします。 

 

項目 指標 
指標の 

考え方 

指標の 

数値 

定期的な

評価 
運行継続基準 

定期的な評価における運行を

継続する基準 
 運行にかか

る収支状況 

 利用者数 

 運行経費※に

対する運賃等

の収入の割合 

 1 便当たりの

利用者数 

●％ 

●人/便 

（再編後の

実績を踏ま

えて設定） 

地域提案 

実証運行の 

実施要件 

地域提案内容の需要予測の結

果、実証運行を実施する基準 

本格運行への

移行要件 

実証運行から本格運行に移行

する基準 

※基準指標で用いる運行経費とは、運転士等の人件費、燃料費、車両修繕費、自動車税、保険料、一般管理費等の日々の

運行に必要な維持費とし、車両償却費などの初期導入費やガードマンの人件費は含めない。 

 

 
図 ガイドラインの見直しスケジュール 

 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 ・・・

ガイドライン
策定

再編 運行

ガイドライン改定
（基準の設定）

基準の検討期間
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5 資料 

5.1 地域公共交通会議設置要綱（令和〇年〇月時点） 
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5.2 地域公共交通会議委員名簿 

平成29年4月 1日から平成31年3月31日まで （平成31年3月 31日時点の委員を記載） 

氏名 所属など 選出区分 

青木 亮 

市民 
市内に在住、在勤又は在学している18歳以上

の者 

坂本 敬 

平野 武 

境 智子 

豊嶋 吾郎 

依田 修 東京バス協会 

一般乗合旅客自動車運送事業者及びその組織

する団体を代表する者 

田崎 達久 京王電鉄バス 

古谷 弘文 小田急バス 

関根 康洋 西武バス 

鈴木 章介 関東バス 

門井 正則 東京ハイヤー・タクシー協会 一般乗用旅客自動車運送事業者及びその組織

する団体を代表する者 信山 重広 つくば観光交通 

鈴木 一弘 京王バス労働組合 
一般旅客自動者運送事業者の事業用自動車の

運転者が組織する団体を代表する者 

鈴木 文彦 交通ジャーナリスト 学識経験者 

柳瀬 光輝 国土交通省関東運輸局東京運輸支局 関東運輸局長又はその指名する者 

吉野 茂 東京都北多摩南部建設事務所 
道路管理者 

日野 靖久 小金井市都市整備部道路管理課長 

桂川 泰広 小金井警察署 交通管理者 

東山 博文 小金井市都市整備部長 市長又はその指名する者 

 

平成31年4月 1日から令和3年3月31日まで （令和3年3月31日時点の委員を記載） 

氏名 所属など 選出区分 

青木 亮 

市民 
市内に在住、在勤又は在学している18歳以上

の者 

坂本 敬 

平野 武 

池内 隆司 

橋岡 和子 

依田 修 東京バス協会 

一般乗合旅客自動車運送事業者及びその組織

する団体を代表する者 

早田 俊介 京王電鉄バス 

小泉 裕樹 小田急バス 

関根 康洋 西武バス 

小川 将和 関東バス 

小池 毅 東京ハイヤー・タクシー協会 一般乗用旅客自動車運送事業者及びその組織

する団体を代表する者 信山 重広 つくば観光交通 

鈴木 一弘 京王バス労働組合 
一般旅客自動者運送事業者の事業用自動車の

運転者が組織する団体を代表する者 

鈴木 文彦 交通ジャーナリスト 学識経験者 

堀越 千秋 国土交通省関東運輸局東京運輸支局 関東運輸局長又はその指名する者 

植木 修 東京都北多摩南部建設事務所 
道路管理者 

日野 靖久 小金井市都市整備部道路管理課長 

山岸 秀実 小金井警察署 交通管理者 

若藤 実 小金井市都市整備部長 市長又はその指名する者 
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令和 3年4月 1日から令和5年3月31日まで （令和○年○月○日時点の委員を記載） 

氏名 所属など 選出区分 

青木 亮 

市民 
市内に在住、在勤又は在学している18歳以上

の者 

坂本 敬 

平野 武 

池内 隆司 

橋岡 和子 

米澤 暁裕 東京バス協会 

一般乗合旅客自動車運送事業者及びその組織

する団体を代表する者 

早田 俊介 京王電鉄バス 

古谷 弘文 小田急バス 

関根 康洋 西武バス 

小川 将和 関東バス 

小池 毅 東京ハイヤー・タクシー協会 一般乗用旅客自動車運送事業者及びその組織

する団体を代表する者 信山 重広 つくば観光交通 

平野 景一 京王バス労働組合 
一般旅客自動者運送事業者の事業用自動車の

運転者が組織する団体を代表する者 

鈴木 文彦 交通ジャーナリスト 学識経験者 

清家 裕之 国土交通省関東運輸局東京運輸支局 関東運輸局長又はその指名する者 

清水 直樹 東京都北多摩南部建設事務所 
道路管理者 

日野 靖久 小金井市都市整備部道路管理課長 

田中 将太 小金井警察署 交通管理者 

若藤 実 小金井市都市整備部長 市長又はその指名する者 
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5.3 会議の開催概要 

1) 平成30年度 

 日時 内容 

第 1回 
平成 30年 8月 23日（木） 

10：00～ 

・ 再編事業の概要及びスケジュール 

・ 再編に関するアンケート調査 

第 2回 
平成 30年 11月 26日（月） 

14：00～ 

・ 平成29年度 CoCoバス運行実績報告 

・ 「東町のココバス等を考える会」の要望への対応 

・ 再編に関するアンケート調査速報 

・ 公共交通に関する現状と課題 

第 3回 
平成 31年 1月 29日（火） 

10：00～ 

・ 「東町のココバス等を考える会」の要望への対応 

・ CoCo バス・ミニ野川・七軒家循環への回数券導入に

ついて 

・ 小金井市内バス交通に対する利用状況・意見等の整理 

・ 再編事業における基本方針 

第 4回 
平成 31年 3月 25日（月） 

10：00～ 

・ CoCoバス有料広告の利用促進について 

・ 武蔵小金井駅北口バス停留所案内板の設置について 

・ 再編事業スケジュール確認 

・ 再編事業における基本方針 

・ 再編運行基準について 

・ 主要施設利用者アンケート調査について 

 

2) 令和元年度（平成31年度） 

 日時 内容 

第 1回 
令和元年5月27日（月） 

10：00～ 

・ 再編事業の経過及びスケジュール確認 

・ 再編事業における基本方針 

・ 再編運行基準について 

・ 主要施設利用者アンケート調査について 

・ 地域懇談会の実施について 

第 2回 
令和元年7月26日（金） 

10：00～ 

・ 再編事業における基本方針 

・ 交通不便地域について 

・ 再編運行基準について 

・ 主要施設利用者アンケート調査速報 

・ 地域懇談会の参加募集について 

第 3回 
令和元年 12月 3日（火） 

14：00～ 

・ 平成30年度 CoCoバス運行実績 

・ 主要施設利用者アンケート調査速報 

・ 地域懇談会の実施結果 

第 4回 
令和 2年 1月 31日（金） 

10：00～ 

・ CoCo バスの運行水準の拡充を求める要請書につい

て 

・ 再編事業スケジュール確認 

・ 再編事業における基本方針 

・ 再編運行基準について 

・ 再編計画（運行ルート）について 
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3) 令和2年度 

 日時 内容 

第 1回 
令和 2年 7月 3日（金） 

10：00～ 

・ CoCo バス通行に伴う諸問題に関する要望書につい

て 

・ 運行事業者における新型コロナウイルス感染症の影

響等について 

・ 再編事業スケジュールについて 

・ 運行基準（案）の一部決定について 

・ 再編計画（案）（運行ルート）について 

・ 運賃等の検討について 

・ CoCoバス車内有料広告の利用促進について 

第 2回 
令和 2年 10月 7日（水） 

10：00～ 

・ CoCoバスへの交通系ＩＣカードの導入について 

・ 再編計画（案）（運行ルート）について 

・ 運賃等の検討について 

・ 第二回地域懇談会の実施について 

第 3回 
令和 2年 12月 14 日（月） 

10：00～ 

・ 路線バスにおける新型コロナウイルス感染症の影響

と今後について 

・ 令和元年度CoCo バス運行実績について 

・ CoCoバス再編事業に対する要望について 

・ 再編計画（案）（運行ルート）について 

・ 運賃等の検討について 
 

4) 令和3年度 

 日時 内容 

第 1回 
令和 3年 4月 20日（火） 

10：00～ 

・ 新庁舎等シャトルバスの検討について 

・ 東町地域のルート検討について 

・ 再編ルート案の検討について 

・ 運賃・割引に関する検討について 

第 2回 
令和 3年 6月 29日（火） 

10：00～ 

・ 再編事業のスケジュール 

・ 東町地域会議に係る状況報告 

・ 運賃及び割引制度に関する検討について 

・ 第二回地域懇談会の実施について 

・ ガイドラインの検討について 

第 3回 
令和 3年 10月 8日（金） 

10：00～ 

・ 第二回地域懇談会の実施報告 

・ 再編ルート（案）の検討について 

・ 運賃及び割引制度に関する検討について 

・ ガイドラインの検討について 

・ 東町地域会議の実施報告 

・ 第二回地域懇談会資料の公開動画への意見 

第 4回 
令和 3年 12月 24日（金） 

10：00～ 

・ 東町地域会議の協議結果報告  

・ 再編計画（素案）の検討について 

 再編ルート案について 

 運賃及び割引制度について 

・ ガイドラインの検討について 

第 5回 
令和 4年 3月 29日（火） 

10：00～ 

・ 小金井市コミュニティバス「CoCo バス」再編計画

（案）について 

・ ガイドラインにおける基準指標について 

・ CoCoバス運行ガイドライン（案）について 

・ 地域説明会の実施について 

・ 今後のスケジュール 
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5) 令和4年度 

 日時 内容 

第 1回 
令和 4年 7月 6日（水） 

10：00～ 

・ 地域説明会の実施結果について 

・ パブリックコメント及び検討結果について 

・ CoCoバス再編に伴うバス停の変更について 

・ 再編計画書・運行ガイドラインについて 

第 2回 
令和 4年○月○日（○） 

00：00～ 
・  
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5.4 CoCoバス運行状況 

1) 利用者数推移(平成30年度～令和3年度) 

 

年度 
北東部 

循環 

貫井前原 

循環 

東町 

循環 

中町 

循環 

野川・七軒家 

循環 
合計 

平成 30年度 516,571 人 220,400人 104,495人 153,183人 92,215 人 1,086,864人 

令和元年度 477,777人 209,010人 95,686人 151,073人 90,546人 1,024,092人 

令和2年度 310,331 人 150,644人 61,804人 105,854人 59,835人 688,468人 

令和3年度 448,007人 193,229人 85,747人 140,936人 64,381 人 932,300人 

 

2) 収支状況推移(平成30年度～令和3年度) 

 

年度 項目 
北東部 

循環 

貫井前原 

循環 

東町 

循環 

中町 

循環 

野川・七軒家 

循環 
合計 

平成 30年度 

運行収入 4,897万円 2,049万円 979万円 1,466万円 854万円 10,245万円 

運行経費 4,674万円 3,553万円 2,074万円 2,011 万円 1,849万円 14,161 万円 

収支率 105% 58% 47% 73% 46% 72% 

補助金額 ▲223万円 1,504万円 1,095万円 545万円 995万円 3,916万円 

令和元年度 

運行収入 4,480万円 1,920万円 898万円 1,408万円 850万円 9,556万円 

運行経費 4,637万円 3,487万円 2,050万円 1,996万円 1,826万円 13,995万円 

収支率 97% 55% 44% 71% 47% 68% 

補助金額 157万円 1,567万円 1,151 万円 588万円 976万円 4,439万円 

令和2年度 

運行収入 2,981万円 1,369万円 560万円 949万円 546万円 6,405万円 

運行経費 4,789万円 3,615万円 2,104万円 2,046万円 1,777万円 14,330万円 

収支率 62% 38% 27% 46% 31% 45% 

補助金額 1,808万円 2,245万円 1,544万円 1,097万円 1,231 万円 7,926万円 

令和3年度 

運行収入 3,541万円 1,564万円 684万円 1,130万円 581万円 7,500万円 

運行経費 4,632万円 3,837万円 2,325万円 2,269万円 2,177万円 15,240万円 

収支率 76% 41% 29% 50% 27% 49% 

補助金額 1,091 万円 2,273万円 1,641 万円 1,139万円 1,596万円 7,740万円 

※端数を四捨五入しているため、必ずしも合計は一致しない 

※運行収入には広告収入を含む 

※この表の「運行経費」には車両の減価償却費等を含むため、基準指標に用いる「運行経費(日々の運行に必要な維持費

としてのもの)」とは異なる値となる 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（奥付・裏表紙） 


